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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線アクセス・ネットワーク（ＡＮ）において基地局（ＢＳ）検出を可能にす
る方法であって、
　ＢＳによって伝送される無線信号の信号資源のセットを確立することと、
　前記無線信号の信号資源の前記セット上でプリアンブルをスケジュールする際に、部分
的な資源再使用を採用することと、
　を含み、前記部分的な資源再使用は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセ
ルＢＳとの間の干渉を低減させるために、前記ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記Ｂ
ＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時
間資源上で前記プリアンブルがスケジュールされるように、信号資源の前記セットの部分
的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内
のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び
、前記無線信号の第二時間サイクル内のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第二時
間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記プリアンブルの伝送をスケジュールし
、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前記第二時
間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、方法。
【請求項２】
　前記ＢＳとは異種のアクセス形式の別のＢＳ、
　前記ＢＳとは異種の伝送電力クラスの別のＢＳ、もしくは、
　前記ＢＳとは異なる再使用形式の別のＢＳ
　の少なくとも一つについて前記無線信号の少なくとも一つの資源をリザーブすること、
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　をさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記部分的な資源再使用は、さらに信号資源の前記セットの周波数またはタイル再使用
を含み、タイルは、前記無線信号のＯＦＤＭシンボル、時間フレーム、周波数副搬送波ま
たはコード準拠資源のサブセットにわたる直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）副搬送波の
サブセットである請求項１記載の方法。
【請求項４】
　部分的な資源再使用を採用することはさらに計画された再使用、ランダム再使用、擬似
ランダム再使用、時間変動による再使用、または学習による再使用、またはそれらの組合
せを含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記無線信号の少なくとも一つの資源のために、時間－周波数タイルのセットを確立す
ることと、ここで前記セットの各タイルは前記無線信号のＯＦＤＭシンボル、時間フレー
ム、周波数副搬送波またはコード準拠資源のサブセットにわたる一以上の周波数副搬送波
を含む、
　前記無線信号の制御チャネル情報をスケジュールする際に部分的なタイル再使用を前記
副搬送波のサブセットに採用することと、
　をさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　制御チャネル情報を前記無線信号の共通インターレースのグループ化された時間サブス
ロットへとスケジュールすることをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記ＢＳが全再使用ＢＳであるならば、前記無線信号の少なくとも一つの資源における
前記プリアンブルの伝送を制限することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項８】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線アクセス・ネットワーク（ＡＮ）におけるＢＳ検出を容易にする無線基地
局（ＢＳ）であって、
　無線信号を伝送する無線送受信器と、
　前記無線信号の信号資源のセットを確立し、且つ信号資源の前記セットを介してプリア
ンブルを送る際に部分的な資源再使用を採用する信号パーサと、
　を含み、前記部分的な資源再使用は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセ
ルＢＳとの間の干渉を低減させるために、前記無線ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前
記無線ＢＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の
異なる時間資源上で前記プリアンブルが伝送されるように、信号資源の前記セットの部分
的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内
のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び
、前記無線信号の第二時間サイクル内のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第二時
間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記プリアンブルの伝送をスケジュールし
、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前記第二時
間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、無線ＢＳ。
【請求項９】
　前記信号パーサは、
　前記無線ＢＳとは異種のアクセス形式の別の無線ＢＳ、
　前記無線ＢＳとは異種の伝送電力クラスの別の無線ＢＳ、もしくは、
　前記無線ＢＳとは異なる再使用形式の別の無線ＢＳ、
　の少なくとも一つについて、前記無線信号の少なくとも一つの資源をリザーブする請求
項８記載の無線ＢＳ。
【請求項１０】
　前記信号パーサは前記無線信号を、時間資源のセット、周波数資源のセット、またはＯ
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ＦＤＭシンボル資源のセットにセグメント化する請求項８記載の無線ＢＳ。
【請求項１１】
　前記信号パーサは、前記資源再使用として、計画された再使用、ランダム再使用、擬似
ランダム再使用、時間変動による再使用、または学習による再使用、またはそれらの組合
せを採用する請求項８記載の無線ＢＳ。
【請求項１２】
　前記無線信号の少なくとも一つの資源について周波数タイルのセットを確立するタイリ
ングモジュールと、ここで前記セットの各タイルは前記無線信号の一以上のＯＦＤＭシン
ボルにわたって一以上の周波数副搬送波を含む、
　前記無線信号の制御チャネル情報を副搬送波のサブセットにスケジュールする際に部分
的なタイル再使用を採用する制御スケジュールモジュールと、
　をさらに含む請求項８記載の無線ＢＳ。
【請求項１３】
　制御情報の前記無線信号の共通インターレースの時間サブスロットをグループ化するタ
イミング分割モジュールをさらに含む請求項８記載の無線ＢＳ。
【請求項１４】
　前記無線ＢＳが全再使用ＢＳであるならば、前記信号パーサは前記無線信号の少なくと
も一つの資源における前記プリアンブルの伝送を制限する請求項８記載の無線ＢＳ。
【請求項１５】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線アクセス・ネットワーク（ＡＮ）において基地局（ＢＳ）検出を可能にす
るための装置であって、
　ＢＳによって伝送される無線信号の信号資源のセットを確立するための手段と、
　前記無線信号の信号資源の前記セット上でプリアンブルをスケジュールする際に部分的
な資源再使用を採用するための手段と、
　を含み、前記部分的な資源再使用は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセ
ルＢＳとの間の干渉を低減させるために、前記ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記Ｂ
ＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時
間資源上で前記プリアンブルがスケジュールされるように、信号資源の前記セットの部分
的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内
のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び
、前記無線信号の第二時間サイクル内のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第二時
間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記プリアンブルの伝送をスケジュールし
、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前記第二時
間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、装置。
【請求項１６】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線アクセス・ネットワーク（ＡＮ）において基地局（ＢＳ）検出を可能にす
るように構成されたプロセッサーであって、
　ＢＳによって伝送される無線信号の信号資源のセットを確立する第一モジュールと、
　前記無線信号の信号資源の前記セット上でプリアンブルをスケジュールする際に部分的
な資源再使用を採用する第二モジュールと、
　を含み、前記部分的な資源再使用は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセ
ルＢＳとの間の干渉を低減させるために、前記ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記Ｂ
ＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時
間資源上で前記プリアンブルがスケジュールされるように、信号資源の前記セットの部分
的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内
のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び
、前記無線信号の第二時間サイクル内のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第二時
間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記プリアンブルの伝送をスケジュールし
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、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前記第二時
間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、プロセッサー。
【請求項１７】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するための非一時的コンピューター可読メディアであって、
　　　基地局（ＢＳ）によって伝送される無線信号の信号資源のセットを確立することと
、
　　　前記無線信号の信号資源の前記セット上でプリアンブルをスケジュールする際に部
分的な資源再使用を採用すること、ここで、前記部分的な資源再使用は、マクロセルＢＳ
とフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間の干渉を低減させるために、前記ＢＳがマ
クロセルＢＳであるとき、前記ＢＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと
比べて、前記無線信号の異なる時間資源上で前記プリアンブルがスケジュールされるよう
に、信号資源の前記セットの部分的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前
記無線信号の第一時間サイクル内のプリアンブル伝送のためにリザーブされた第一時間間
隔の全体に満たない間だけ、及び、前記無線信号の第二時間サイクル内のプリアンブル伝
送のためにリザーブされた第二時間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記プリ
アンブルの伝送をスケジュールし、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発
生する時間的位置は、前記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的
位置とは異なる、と、
　を少なくとも一つのコンピューターによって実行可能にするコンピューター可読命令を
含む非一時的コンピューター可読メディア。
【請求項１８】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線アクセス・ネットワーク（ＡＮ）において基地局（ＢＳ）検出を可能にす
る方法であって、
　ＢＳによって伝送される無線信号の信号資源のセットを確立することと、
　前記無線信号上で制御チャネル情報をスケジュールする際に、ランダム、擬似ランダム
または学習による再使用を採用することと、
　を含み、前記再使用は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間
の干渉を低減させるために、前記ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記ＢＳがフェムト
セルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時間資源上で前
記制御チャネル情報がスケジュールされるように、信号資源の前記セットの部分的な時間
再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内の制御チ
ャネル情報の伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び、
前記無線信号の第二時間サイクル内の制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第
二時間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記制御チャネル情報の伝送をスケジ
ュールし、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前
記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、方法。
【請求項１９】
　前記ＢＳとは異種のアクセス形式の別のＢＳ、
　前記ＢＳとは異種の伝送電力クラスの別のＢＳ、もしくは、
　前記ＢＳとは異なる再使用形式の別のＢＳ、
　の少なくとも一つについて、前記無線信号の少なくとも一つの資源をリザーブすること
、
　をさらに含む請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　前記制御チャネル情報を含む信号資源に実質的に隣接する前記リザーブされた資源（１
つまたは複数を含む）をスケジュールすることをさらに含む請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　前記ランダム、擬似ランダムまたは学習による再使用は部分的な周波数再使用を前記制
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御チャネルスケジューリングのためにさらに採用し、タイルは前記無線信号のＯＦＤＭシ
ンボルのサブセットにわたる副搬送波のサブセットを含む請求項１８記載の方法。
【請求項２２】
　前記ランダム、擬似ランダムまたは学習による再使用を促進するために、前記セットの
少なくとも一つの資源を細分化することをさらに含む請求項１８記載の方法。
【請求項２３】
　捕捉パイロットを前記無線信号にスケジュールする際に部分的な時間または周波数再使
用を採用することをさらに含む請求項１８記載の方法。
【請求項２４】
　前記無線信号の少なくとも一つの資源について周波数タイルのセットを確立することと
、前記セットの各タイルは複数の副搬送波を含む、
　前記無線信号の前記制御チャネル情報を前記副搬送波のサブセットにスケジュールする
際にタイル再使用を採用することと、
　をさらに含む請求項１８記載の方法。
【請求項２５】
　前記サブセットを形成するためタイルを前記セットから選択するためにランダム、擬似
ランダムまたは時間変動機能を採用することをさらに含む請求項２４記載の方法。
【請求項２６】
　前記制御チャネル情報について前記無線信号の共通インターレースの複数の時間資源を
グループ化することをさらに含む請求項１８記載の方法。
【請求項２７】
　前記グループ化された複数の時間資源の前に前記セットの時間資源における逆方向リン
ク（ＲＬ）割当情報をスケジュールすることと、
　前記グループ化された複数の時間資源の後に前記セットの時間資源においてＲＬ承認（
ＡＣＫ）情報をスケジュールすることと、
　をさらに含む請求項２６記載の方法。
【請求項２８】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線アクセス・ネットワーク（ＡＮ）において基地局（ＢＳ）検出を可能にす
る無線ＢＳであって、
　無線信号を伝送する無線送受信器と、
　前記無線信号について信号資源のセットを確立し、そして制御チャネル情報を前記無線
信号にスケジュールする際にランダム、擬似ランダムまたは学習による資源再使用を採用
する信号パーサと、
　を含み、前記再使用は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間
の干渉を低減させるために、前記無線ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記無線ＢＳが
フェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時間資
源上で前記制御チャネル情報がスケジュールされるように、信号資源の前記セットの部分
的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内
の制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ
、及び、前記無線信号の第二時間サイクル内の制御チャネル情報の伝送のためにリザーブ
された第二時間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記制御チャネル情報の伝送
をスケジュールし、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位
置は、前記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに対して生じる時間的位置とは異なる、
と、無線ＢＳ。
【請求項２９】
　前記信号パーサは、
　前記無線ＢＳとは異種のアクセス形式の別の無線ＢＳ、
　前記無線ＢＳとは異種の伝送電力クラスの別の無線ＢＳ、もしくは、
　前記無線ＢＳとは異なる再使用形式の別の無線ＢＳ、
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　の少なくとも一つについて前記無線信号の少なくとも一つの資源をリザーブする請求項
２８記載の無線ＢＳ。
【請求項３０】
　前記信号パーサは前記制御チャネル情報を含む信号資源に実質的に隣接する前記リザー
ブされた資源（１つまたは複数を含む）をスケジュールする請求項２８記載の無線ＢＳ。
【請求項３１】
　前記第一及び第二時間間隔を定義するタイミング分割モジュールをさらに含む請求項２
８記載の無線ＢＳ。
【請求項３２】
　前記信号パーサは前記無線信号を時間のセットまたは周波数資源のセットにセグメント
化し、そして前記制御チャネル情報をスケジュールする際に時間及び周波数再使用を採用
する請求項２８記載の無線ＢＳ。
【請求項３３】
　前記信号パーサは前記制御チャネル情報を、
　信号資源の前記セットのサブセットの指定された部分帯域と、
　前記サブセットのランダムまたは擬似ランダム部分帯域と、
　前記サブセットの選択された資源と、前記選択された資源は、衝突フィードバックの少
なくとも一部から決定された、近くのＢＳからの低減された制御チャネル衝突を提供する
、
　へスケジュールする請求項２８記載の無線ＢＳ。
【請求項３４】
　同期化信号を前記無線信号にスケジュールする際に時間または周波数再使用を採用する
同期化モジュールをさらに含む請求項２８記載の無線ＢＳ。
【請求項３５】
　前記無線信号の少なくとも一つの資源について周波数タイルのセットを確立するタイリ
ングモジュールと、前記セットの各タイルは、複数の副搬送波を含む、
　前記無線信号の制御チャネル情報を前記副搬送波のサブセットにスケジュールする際に
タイル再使用を採用する制御スケジュールモジュールと、
　をさらに含む請求項２８記載の無線ＢＳ。
【請求項３６】
　前記制御チャネル情報について前記無線信号の共通インターレースにおいて前記セット
の二つの資源をグループ化するタイミング分割モジュールをさらに含む請求項２８記載の
無線ＢＳ。
【請求項３７】
　前記信号パーサは、
　前記グループ化された複数の時間資源の前に、前記セットの時間資源におけるＲＬ割当
情報をスケジュールし、そして
　前記グループ化された複数の時間資源の後に前記セットの時間資源におけるＲＬ ＡＣ
Ｋ情報をスケジュールする請求項３６記載の無線ＢＳ。
【請求項３８】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線アクセス・ネットワーク（ＡＮ）において基地局（ＢＳ）検出を可能にす
るための装置であって、
　ＢＳによって伝送される無線信号について信号資源のセットを確立するための手段と、
　制御チャネル情報を前記無線信号にスケジュールする際にランダム、擬似ランダムまた
は学習による再使用を採用するための手段と、
　を含み、前記再使用は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間
の干渉を低減させるために、前記ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記ＢＳがフェムト
セルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時間資源上で前
記制御チャネル情報がスケジュールされるように、信号資源の前記セットの部分的な時間
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再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内の制御チ
ャネル情報の伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び、
前記無線信号の第二時間サイクル内の制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第
二時間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記制御チャネル情報の伝送をスケジ
ュールし、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前
記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、装置。
【請求項３９】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線アクセス・ネットワーク（ＡＮ）において基地局（ＢＳ）検出を可能にす
るように構成されたプロセッサーであって、
　ＢＳによって伝送される無線信号について信号資源のセットを確立する第一モジュール
と、
　制御チャネル情報を前記無線信号にスケジュールする際にランダム、擬似ランダムまた
は学習による再使用を採用する第二モジュールと、
　を含み、前記再使用は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間
の干渉を低減させるために、前記ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記ＢＳがフェムト
セルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時間資源上で前
記制御チャネル情報がスケジュールされるように、信号資源の前記セットの部分的な時間
再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内の制御チ
ャネル情報の伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び、
前記無線信号の第二時間サイクル内の制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第
二時間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記制御チャネル情報の伝送をスケジ
ュールし、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前
記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、プロセ
ッサー。
【請求項４０】
　非一時的コンピューター可読メディアであって、
　　　基地局（ＢＳ）によって伝送される無線信号について信号資源のセットを確立する
ことと、
　　　制御チャネル情報を前記無線信号にスケジュールする際にランダム、擬似ランダム
または学習による再使用を採用すること、ここにおいて、前記再使用は、マクロセルＢＳ
とフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間の干渉を低減させるために、前記ＢＳがマ
クロセルＢＳであるとき、前記ＢＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと
比べて、前記無線信号の異なる時間資源上で前記制御チャネル情報がスケジュールされる
ように、信号資源の前記セットの部分的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は
、前記無線信号の第一時間サイクル内の制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた
第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び、前記無線信号の第二時間サイクル内の制御
チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第二時間間隔の全体に満たない間だけ発生す
るように前記制御チャネル情報の伝送をスケジュールし、前記第一時間間隔が前記第一時
間サイクルに対して発生する時間的位置は、前記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに
対して発生する時間的位置とは異なる、と、
　を少なくとも一つのコンピューターによって実行可能にするコンピューター可読命令を
含む非一時的コンピューター可読メディア。
【請求項４１】
　無線基地局（ＢＳ）を検出する方法であって、
　前記無線ＢＳによって伝送され、かつ、少なくとも第一及び第二の時間サイクルを含む
無線信号を取得することと、
　　　再使用機能にしたがって、前記無線信号からプリアンブルを取得すること、或いは
　　　前記無線信号から制御チャネル情報を取得するためにランダム、擬似ランダムまた
は学習による再使用機能を採用すること、
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　の少なくとも一つと、
　を含み、前記再使用機能は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳと
の間の干渉を回避するために、前記無線ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記無線ＢＳ
がフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時間
資源から前記プリアンブルまたは制御チャネル情報が取得されるように、部分的な時間再
使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内のプリアン
ブル伝送または制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に満
たない間だけ、及び、前記無線信号の第二時間サイクル内のプリアンブル伝送または制御
チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第二時間間隔の全体に満たない間だけ発生す
るように前記プリアンブルまたは制御チャネル情報の伝送をスケジュールし、前記第一時
間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前記第二時間間隔が前記
第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、方法。
【請求項４２】
　前記プリアンブルにおける第一捕捉パイロットは、前記第一捕捉パイロットと同じ時間
サイクルにおいて第二基地局によって伝送される第二捕捉パイロットの有効な干渉体であ
る請求項４１記載の方法。
【請求項４３】
　前記第二基地局に接続することをさらに含む請求項４２記載の方法。
【請求項４４】
　前記第二基地局に接続することは、
　　　前記第二基地局への初期アクセスを実施すること、
　　　前記第二基地局へのＵＥ開始のハンドオフを実施すること、或いは
　　　そのような基地局のＩＤをサービング基地局へ報告することによって、前記第二基
地局へのネットワーク開始のハンドオフを促進にすること、
　の少なくとも一つをさらに含む請求項４３記載の方法。
【請求項４５】
　前記第二基地局との干渉回避を開始することをさらに含む請求項４２記載の方法。
【請求項４６】
　干渉回避を開始することは、
　　　前記第二基地局に前記第二捕捉パイロットの信号特性を提供すること、
　　　そのような基地局をサービング基地局と接続するバックホールリンク上で少なくと
も一部前記第二基地局へ干渉回避メッセージを送ること、
　　　前記第二基地局に前記干渉回避メッセージＯＴＡを送ること、或いは
　　　前記第二基地局を前記サービング基地局へ報告すること、
　の少なくとも一つを含む請求項４５記載の方法。
【請求項４７】
　前記プリアンブルまたは制御チャネル情報を含む周波数部分帯域上の信号干渉を検出す
ることと、
　衝突が前記周波数部分帯域上で発生したことを示すＲＬ伝送を送ることと、
　をさらに含む請求項４１記載の方法。
【請求項４８】
　前記周波数部分帯域上の一以上の衝突しているＢＳのＩＤを確認することと、
　前記確認されたＢＳ ＩＤ（１つまたは複数）をＲＬ伝送に含めることと、
　をさらに含む請求項４７記載の方法。
【請求項４９】
　前記無線信号の少なくとも一つの資源を多数の周波数副搬送波タイルに構文解析するこ
とをさらに含む請求項４１記載の方法。
【請求項５０】
　前記ランダムまたは擬似ランダム機能を採用することはさらに前記制御チャネル情報を
搬送する二以上の前記周波数タイルを適合させることを含む請求項４９記載の方法。
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【請求項５１】
　前記制御チャネル情報を前記適合された周波数タイルから取出すことをさらに含む請求
項５０記載の方法。
【請求項５２】
　半分計画されたまたは計画されていない無線アクセス・ネットワークの干渉低減を促進
するために無線基地局（ＢＳ）の検出のために構成された装置であって、
　前記無線ＢＳによって伝送され、かつ、少なくとも第一及び第二時間サイクルを含む無
線信号を取得する無線アンテナと、
　　　再使用機能にしたがって、前記無線信号からプリアンブルを取得すること、或いは
　　　制御チャネル情報を前記無線信号から取得するためにランダム、擬似ランダムまた
は学習による再使用機能を採用すること、ここで、前記再使用機能は、マクロセルＢＳと
フェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間の干渉を回避するために、前記無線ＢＳがマ
クロセルＢＳであるとき、前記無線ＢＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであると
きと比べて、前記無線信号の異なる時間資源から前記プリアンブルまたは制御チャネル情
報が取得されるように、部分的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無
線信号の第一時間サイクル内のプリアンブル伝送または制御チャネル情報の伝送のために
リザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び、前記無線信号の第二時間サ
イクル内のプリアンブル伝送または制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第二
時間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記プリアンブルまたは制御チャネル情
報の伝送をスケジュールし、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する
時間的位置は、前記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置と
は異なる、
　の少なくとも一つを行う受信プロセッサーと、
　前記受信プロセッサーに接続されたメモリーと、
　を具備する装置。
【請求項５３】
　前記無線信号の周波数部分帯域から前記無線ＢＳのＩＤ情報を取出すＩＤモジュールと
、
　前記無線ＢＳを前記周波数部分帯域と関連させるＢＳ再使用モジュールと、
　をさらに具備し、前記受信プロセッサーは前記周波数部分帯域から前記プリアンブルを
取得する請求項５２記載の装置。
【請求項５４】
　前記プリアンブルまたは制御チャネル情報を含む前記無線信号の周波数部分帯域上の信
号干渉を検出する干渉モジュールと、
　衝突が前記周波数部分帯域上で発生したことを示すＲＬ伝送を開始する衝突報告モジュ
ールと、
　をさらに具備する請求項５２記載の装置。
【請求項５５】
　前記周波数部分帯域上で一以上の衝突しているＢＳのＩＤを確認し、且つ前記ＲＬ伝送
に含めるために前記衝突報告モジュールにＩＤ（１つまたは複数）を提供するＩＤモジュ
ールをさらに具備する請求項５４記載の装置。
【請求項５６】
　前記無線信号の少なくとも一つの資源を多数の周波数副搬送波タイルに構文解析するタ
イリングモジュールをさらに具備する請求項５４記載の装置。
【請求項５７】
　前記タイリングモジュールは前記制御チャネル情報を搬送する二以上の前記周波数タイ
ルを適合させる請求項５６記載の装置。
【請求項５８】
　前記受信プロセッサーは前記適合された周波数タイルから前記制御チャネル情報を取出
す請求項５７記載の装置。
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【請求項５９】
　前記プリアンブルにおける捕捉パイロットは、前記第一捕捉パイロットと同じ時間サイ
クルにおいて第二基地局によって伝送される第二捕捉パイロットの有効な干渉体である請
求項５２記載の装置。
【請求項６０】
　前記受信プロセッサーは前記第二基地局に接続する請求項５９記載の装置。
【請求項６１】
　前記受信プロセッサーは前記第二基地局に、
　　　前記第二基地局への初期アクセスを実施することと、
　　　前記第二基地局へのＵＥ開始のハンドオフを実施すること、或いは
　　　そのような基地局のＩＤをサービング基地局に報告することによって前記第二基地
局へのネットワーク開始のハンドオフを促進すること、
　の少なくとも一つによって接続する請求項６０記載の装置。
【請求項６２】
　前記受信プロセッサーは前記第二基地局との干渉回避を開始する請求項５９記載の装置
。
【請求項６３】
　前記受信プロセッサーは、
　　　前記第二基地局に前記第二捕捉パイロットの信号特性を提供すること、
　　　そのような基地局をサービング基地局と接続するバックホールネットワーク上で少
なくとも一部前記第二基地局に干渉回避メッセージを送ること、
　　　前記第二基地局に前記干渉回避メッセージＯＴＡを送ること、或いは
　　　前記第二基地局を報告する前記サービング基地局へのメッセージを送ること、
　の少なくとも一つのためにアンテナを採用することによって干渉回避を開始する請求項
６２記載の装置。
【請求項６４】
　無線基地局（ＢＳ）を検出するための装置であって、
　前記無線ＢＳによって伝送され、かつ、少なくとも第一及び第二時間サイクルを含む無
線信号を取得するための手段と、
　　　再使用機能にしたがって、前記無線信号からプリアンブルを取得するための手段、
または
　　　前記無線信号から制御チャネル情報を取得するためにランダム、擬似ランダムまた
は学習による再使用機能を採用するための手段、
　の少なくとも一つと
　を具備し、前記再使用機能は、マクロセルＢＳとフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳ
との間の干渉を回避するために、前記無線ＢＳがマクロセルＢＳであるとき、前記無線Ｂ
ＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、前記無線信号の異なる時
間資源から前記プリアンブルまたは制御チャネル情報が取得されるように、部分的な時間
再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の第一時間サイクル内のプリア
ンブル伝送または制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第一時間間隔の全体に
満たない間だけ、及び、前記無線信号の第二時間サイクル内のプリアンブル伝送または制
御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第二時間間隔の全体に満たない間だけ発生
するように前記プリアンブルまたは制御チャネル情報の伝送をスケジュールし、前記第一
時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間的位置は、前記第二時間間隔が前
記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異なる、装置。
【請求項６５】
　無線基地局（ＢＳ）を検出するように構成されたプロセッサーであって、
　前記無線ＢＳによって伝送され、かつ、少なくとも第一及び第二時間サイクルを含む無
線信号を取得する第一モジュールと、
　　　再使用機能にしたがって、前記無線信号からプリアンブルを取得すること、または
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　　　前記無線信号から制御チャネル情報を取得するためにランダム、擬似ランダムまた
は学習による再使用機能を採用すること、ここで、前記再使用機能は、マクロセルＢＳと
フェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間の干渉を回避するために、前記無線ＢＳがマ
クロセルＢＳであるとき、前記無線ＢＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであると
きと比べて、前記無線信号の異なる時間資源から前記プリアンブルまたは制御チャネル情
報が取得されるように、部分的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無
線信号の第一時間サイクル内のプリアンブル伝送または制御チャネル情報の伝送のために
リザーブされた第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び、前記無線信号の第二時間サ
イクル内のプリアンブル伝送または制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第二
時間間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記プリアンブルまたは制御チャネル情
報の伝送をスケジュールし、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する
時間的位置は、前記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置と
は異なる、
　の少なくとも一つを行う第二モジュールと、
　を具備するプロセッサー。
【請求項６６】
　非一時的コンピューター可読メディアであって、
　基地局（ＢＳ）によって伝送され、かつ、少なくとも第一及び第二時間サイクルを含む
無線信号を取得することと、
　　　再使用機能にしたがって、前記無線信号からプリアンブルを取得する、または
　　　前記無線信号から制御チャネル情報を取得するためにランダム、擬似ランダムまた
は学習による再使用機能を採用する、ここで、前記再使用機能は、マクロセルＢＳとフェ
ムトセルＢＳまたはピコセルＢＳとの間の干渉を回避するために、前記ＢＳがマクロセル
ＢＳであるとき、前記ＢＳがフェムトセルＢＳまたはピコセルＢＳであるときと比べて、
前記無線信号の異なる時間資源から前記プリアンブルまたは制御チャネル情報が取得され
るように、部分的な時間再使用を含み、前記部分的な時間再使用は、前記無線信号の前記
第一時間サイクル内のプリアンブル伝送または制御チャネル情報の伝送のためにリザーブ
された第一時間間隔の全体に満たない間だけ、及び、前記無線信号の前記第二時間サイク
ル内のプリアンブル伝送または制御チャネル情報の伝送のためにリザーブされた第二時間
間隔の全体に満たない間だけ発生するように前記プリアンブルまたは制御チャネル情報の
伝送をスケジュールし、前記第一時間間隔が前記第一時間サイクルに対して発生する時間
的位置は、前記第二時間間隔が前記第二時間サイクルに対して発生する時間的位置とは異
なる、
　の少なくとも一つを行うことと、
　を少なくとも一つのコンピューターによって実行可能にするコンピューター可読命令を
含む非一時的コンピューター可読メディア。
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